
家畜衛生だより 
 

 

 

 

 

 

 

村山地方では今年も 5 月中旬から２0℃を超えはじめ、６月に入り３０℃を超える日がで

てきました。過度な暑さは増体・繁殖成績の悪化、死廃率の上昇等の原因です。 

生産性を保つためにも、牛が快適に過ごせる環境づくりをおこないましょう！！ 

畜舎環境 

○樹木（緑のカーテン）や遮光ネット等による直射日光の遮断 

  

 

○ 畜舎屋根へのドロマイト石灰塗布や白色ペイントでの塗装 

（ドロマイト石灰：溶解熱が無く粘着性に優れ、畜舎消毒や暑熱対策などに使われます。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

緑のカーテンの表と裏の温度差は      

７℃にもなるそうです。 

畜舎と緑のカーテンの隙間を        

風が通り抜けるように設置します！！ 

（例） 

ヘチマ・ゴーヤ・ヒョウタン・クズなど 
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ネットに植物を這わせる（兵庫県） 

農林水産省「暑熱対策リーフレット」より引用 

石灰の吹きつけ（宮崎県） 

暑暑熱熱対対策策始めていますか？？ 

～牛編～ 

 
見た目も涼しいですね 

石灰塗布後、屋根裏温度が約１５℃、 

牛舎内温度が約５℃低下した例です 

（宮崎県）。 



○畜舎の換気・通風を確保。 

 

○送風機具(換気扇・扇風機・ポリダクト)を使用し、 

体感温度を低下させる。 

 

 

 

 

 

 

飼養管理 

○密飼いを避ける。 

 

○バリカンで毛刈りする。（約 0.5℃体温を下げる効果） 

 

○新鮮な冷水を常に十分飲水できるようにする。 

   ・牛舎の端々まで水がよく出ているか毎日点検。 

 

○消化のよい飼料、ビタミン・ミネラルを与える。 

・良質のサイレージを与える。 

・消化をよくするため乾草を切断する。 

このときは重曹も与えてルーメンの pH バランスをとる。 

・特に分娩前後はビタミンの過不足がないよう注意。 

・ 子牛には食べづらい大きな鉱塩ではなく、ザラメや食塩を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夜間の送風でしっかり体温を下げて、    

次の日に体温を持ち越さないようにする

ことが重要です。 

○元気・食欲の低下 
○目の充血 
○体温上昇 
○呼吸速迫 
○大量のよだれ など 

牛をよく観察して、早期発見を！！ 

熱射病のシグナル 

 

 


